
結晶格子の模型を作る結晶格子の模型を作る結晶格子の模型を作る結晶格子の模型を作る

【準備】発泡ポリスチレン球，カッター(刃が十分長いもの)

ポリ塩化ビニル板，発泡ポリスチレン用接着剤，

セロハンテープ

【製作】

（１）発泡ポリスチレン球の切断

①面心立方格子

1/2球を（ ）個，1/8球を（ ）個

②体心立方格子

球を（ １ ）個，1/8球を（ ）個

③六方最密構造

1/2球を（ ）個，1/6球を（ ）個

合わせて１球になる２片を３セット

（注意）カッターを使う場合は，刃を一杯に出して，

根元から刃先のほうへと手元に引き寄せるよ

うにして，球を切るとよい。

（２）ポリ塩化ビニル板の切断

①面心立方格子

４ｒ＝ より

ａ＝

球の直径が 30mmなら ａ＝

→ 一辺 約 43 mmの立方体の箱を作る

②体心立方格子

４ｒ＝ より 上図の別紙Ｂ５用紙をを透明

ポリ塩化ビニル板にはり，

ａ＝ カッターで切り取る。

（Ｘがふた）

球の直径が 30mmなら ａ＝

→ 一辺 約 35 mmの立方体の箱を作る

③六方最密構造

２ｒ＝ より

球の直径が 30mmなら ａ＝

ｈは一辺ａの正四面体の高さの２倍にあたる

ので、右図より
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（３）単位格子の組み立て

ふたとなる部分以外のポリ塩化ビニル板を，セロハン

テープを利用して箱形に組み立てる。形が整ったら，

各発泡ポリスチレン球をつめて、ふたをセロテープで貼り付けてきあがる。

（４）結晶格子の組み立て

（３）で作った単位格子を積み重ねて，体心立方格子と面心立方格子の模型を

組み立てる。

【考察】

（１）配位数（１つの原子に接する原子数）を調べよ。

（２）単位格子中に含まれる原子数を計算せよ。
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＜応用編＞＜応用編＞＜応用編＞＜応用編＞

Ａ．体心立方格子の切断模型Ａ．体心立方格子の切断模型Ａ．体心立方格子の切断模型Ａ．体心立方格子の切断模型

① 1/2球を２個，1/8球を４個，1/16球を８個の発泡ポリスチレン球を用意する。

②ポリ塩化ビニル板を，図のような形で２枚切り取る。

球の直径が 30mmなら，

ａ＝ ｒ

＝ 34.6≒ 35mm

ａ

＝ 48.9≒ 49mm

③ポリ塩化ビニル板をセロテープを張って組み立て，発泡ポリスチレン球を 1/8球を

２個，1/2球を１個，1/16球を４個つめてふたをして，セロテープで貼り付ける。

２つ組み合わせセロテープで貼ると，切断面を見れる体心立方格子ができあがる。

Ｂ．六方最密構造の展開型結晶格子模型Ｂ．六方最密構造の展開型結晶格子模型Ｂ．六方最密構造の展開型結晶格子模型Ｂ．六方最密構造の展開型結晶格子模型

① 1/6 球を１２個，1/12 球を１２個，合わせて１球になる３片を３セットを用意する。

②ポリ塩化ビニル板を，図のような形で３枚切り取る。

球の直径が 30mmなら，

ａ＝２ｒ＝ 30mm

ａ＝ 48.9≒ 49mm
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③ポリ塩化ビニル板をセロテープを張って組み立て，発泡ポリスチレン球を 1/6球を

４個，1/12球を４個，合わせて１球になる３片を１セットつめてふたをして，セロ

テープで貼り付ける。３つ組み合わせセロテープで貼ると，六方最密構造ができあ

がる。

（参考）六方最密構造のＡ層，Ｂ層の図

Ａ層 Ｂ層

Ｂ層の球の切り口は、下図の計算より、半径ＣＨの円となる。

ＡＨ＝ ａ＝ ｒ

ＯＨ＝ 1/3 ＡＨ＝ ｒ

ＯＣ＝ｒ

直角三角形△ＯＨＣで、
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→ 切り口は，直径約 24.5mmの円となる。
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